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1.はじめに

来日間もない､特に非漢字圏の留学生にとって､周りのどこを見渡しても

洪水のようにあふれている漢字は､単に何の意味も持たないだけでなく､驚

異になることがあるという話を学生からよく聞く｡しかし､毎日目にしてい

る漢字のうち､ごくわずかの漢字だけにでも注目するようになると､漢字が

意味を持ったものとなり､驚異でしかなかった漢字に対する見方が変わって

くるのではないだろうか｡漢字を覚え始めたばかりの子供の日に､知ってい

る漢字だけが､そして知っている漢字ならどこにあっても､飛び込んでくる

ことがあるようだ｡漢字を知らない留学生の目にも漢字が飛び込んでくるよ

うにならないだろうか､そして､それが生活に役立つようにならないだろう

かと考えた｡

日本語教育においては漢字教育が様々な方法で行われている｡ 長崎大学留

学生センターの日本語予備教育 (研修コース)で日本語を集中的に学んでい

る留学生たちは､｢漢字の構成要素を習得すること｣を目指した ｢漢字クラス｣

で週に一度漢字を学んでいる1'｡そのクラスで学生たちは､漢字についてのオ

リエンテーションを受け､最初から辞書を使い､クラスが終了したあと､専

門を学ぶ場合にも役に立つ自学を視野に入れた指導を受けている｡ カイザー

(1998)も ｢早期辞書検索能力 ･技術｣を身につける必要性を述べているよう

に､早くから自律的漢字学習を行うのは重要なことであろう｡

豊田 (1995)によると､｢自学自習のための条件とは｣との学生に対する問

いに対する答えとして ｢環境｣の面で ｢日常漢字を見ることができれば｣漢

字が覚えられると答えている者が､既習漢字の少ない学生の中におり､また

｢字形の複雑性｣よりも ｢読みの多様性｣｢字形の類似性｣｢記憶保持｣が漢字
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学習を難しくしているとのことである｡ 漢字そのものの難易度に関わらず､

日常目にすることができる漢字の意味に注目させるような指導が有効ではな

いだろうか｡ 2)

筆者らは日常的に見ている漢字を､カイザー(1998)の提案にもあるように

｢複雑度にかかわりなく｣｢理解面を強化｣して､単語レベルで漢字を認知し､

応用力の養成ができればと考えた｡注目すべき漢字を特定し､学生が毎日見

ることによってその漢字になじみ､さらに､漢字の意味を理解することによ

り意味を類推する力を身につけるきっかけになるような教材を作成し､研修

コースの ｢日本語演習Ⅲ｣ 3)の授業で､｢漢字クラス｣とは違った切り口で生
活に根ざした漢字指導を試みた｡

2.作成教材について

2-1作成までの経緯

｢日本語演習Ⅲ｣では主にサバイバル的な生活情報について説明したり､

生活日本語を教えたりしている｡学生の生活に直接役に立つ実用的なクラス

だということができる｡ テキストは F長崎の生活ガイド』とその付属会話教

材 Fきょうから話そう-長崎の生活日本語- (試用版)』である4)｡この付属

会話教材の第10課に ｢サバイバル漢字 ･サバイバル用語｣という章がある｡

内容は緊急時に必要な漢字､生活に必要な漢字､駅の漢字､銀行や郵債局の

漢字など項目別に漢字とその読み方､英語の意味と実際の写真があり､最後

に確認のための練習があるというものであった｡

この ｢サバイバル漢字 ･サバイバル用語｣はそれなりに有効であったと思

うが､実際にこの教材を使用するなかで､このように漢字と写真を並べただ

けのものでは､次の二つの点が欠けているように思われた｡一つは教材の中

に紹介されている漢字がどこにあるかわからないので､役に立つという実感

に乏しく､日々の生活の中で漢字に注目するきっかけとはなりにくいという

ことである｡ もう一つはこれだけでは身の回りの漢字の意味を推論する応用

力が身につかないということである｡ 出版されている漢字学習教材の中にも､

生活に密着した漢字を場面に応じて学ぶことを目的としているものがあるが､

長崎での生活日本語にこだわる限り､既存の教材はふさわしくないとも思わ

れた｡そこで､教材の写真の場所を学生が実際に見つけられるようにし､さ

らに応用力を養うために､新たに自主教材を開発することにした｡
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2-2 作成の手順とその内容

作成した教材は ｢生活漢字 1｣と ｢生活漢字2｣の二分冊からなる｡｢生活
漢字 1｣の目指すことは身の回りの漢字が読めるようになるということでは

なく､学生が毎日漢字に注目することにより､単語での意味を認識するよう

になり､さらに漢字一つ一つの意味にも注目するようになることである｡

学生が毎日通るであろう場所に限っても､多くの漢字がある｡ そこで､｢生

活漢字 1｣の作成にあたって､まず､筆者らは長崎大学の正門付近から留学
生センターの教室までと留学生センターから学生食堂までを歩き､目に付 く

漢字を書きだした｡ 書きだした漢字をすべて扱うのでは多すぎるため､二つ

の基準に照らして数を絞 り込んだ｡一つの基準は学生が他の場所でもしばし

ば目にする可能性があるかどうかということである｡ もう一つの基準は学生

にとって､その漢字を知っていることが実際に役に立ったり､危険回避につ

ながるかどうかということである｡

扱う漢字を決定してから､その場所の写真を撮 り､その写真をスキャナー

でコンピュータに取 り込んだ｡写真を取 り込む際には､漢字がはっきり見え

ること､場所が特定しやすいことという二つの点に注意し､漢字の周囲もで

きるだけ含めた｡そして､写真の下に漢字とその意味を示した (資料 1)｡ 教

材はカラー印刷 とした｡ さらに､写真の場所を明らかにするために､場所を

示す地図もつけた (資料2)｡

さらに､学生がよく利用する路面電車の中で目にする漢字と､大学の近 く

のスーパーで目にする漢字についても同じように教材の中に加えた｡

実際に ｢生活漢字 1｣で取 り上げた漢字は以下の通りである｡

長崎大学の正門を入ってから教室に行 くまでに目にする漢字

外国 手紙 立ち入り禁止 長崎駅 長崎大学 留学生センター 引く

押す 禁煙 消火器 教室 燃やせないゴミ 資源ごみ 燃やせるゴミ

留学生センターを出てから食堂へ行くまでに目にする漢字

止まれ 駐車禁止 食堂 営業時間 定食 弁当 お茶 .お湯 .冷水
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路面電車の中で目にする漢字

入口 運賃 大人 小人 円 降りる 押してください 開閉 注意

スーパーで目にする漢字

半額 価格 2割引 和牛 豚肉 砂糖 塩 日本酒

｢生活漢字2｣は ｢生活漢字1｣を使った学習の成果を試すために作成し
た｡｢生活漢字2｣は二つの部分に分けられる｡ 前半は ｢生活漢字1｣で取り
上げた漢字をもう一度示し､認識できるかどうかを試す部分である｡ その際

には文字で示すだけではなく､できるだけ､同じ漢字が違った色で書かれて

いたり､字体が違ったり､縦書きが横書きだったりと ｢生活漢字 1｣で使っ
た写真とは違う写真を使うようにした (資料3)｡

｢生活漢字2｣の後半はいわば最初の部分の "応用編"である｡ ここでは
｢漢字クラス｣で学習済みの漢字も含めて､たとえば =留学生用""外車''な

どの言葉を提示した｡学生にとって初めて見る言葉であっても漢字に注目す

ると意味が類推できるというこに気がつくことを狙ったものである (資料

4)｡

3.作成教材を使ったクラスの実際

｢生活漢字 1｣を使った授業を1コマ (90分)､｢生活漢字2｣を使った授

業を1コマ行った｡第一回目の授業は研修コースのクラス (未習者クラス)

が始まってから2週間後に実施した｡ まず､身の回りの漢字が認識できるよ

うになることがこのクラスの目的であるということを伝えたあと､実際に教

材を持って､教材の写真の漢字がどこにあるかを全員で歩きながら一つ一つ

確認した (路面電車とスーパーの漢字については各自確認するよう指示した)｡

学生によっては､この段階で漢字レベルの意味にかなり興味を示し､類推を

始めたり､意味を英語で確認する者がいた｡その場合には､類推の正誤や英

語の意味を答えた｡また､他の場所に同じ漢字を見つけて､指摘する者もい

た｡また､すでに ｢漢字クラス｣で学習している漢字には親しみを持ってい

るようだった｡学生たちが漢字に興味を持ち始めていることは､｢留学生セン

ター｣を見つけたあと､｢学生センター｣の看板に気づいてうれしそうに指摘
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したり､｢駐車禁止｣を構内の他の場所でも見つけて筆者らに確認を求めたり

する姿から伺えた｡ 最後に2週間後に認識できるかどうかのチェックをする

ので､授業で取 り上げた漢字に毎日しっかりと注目しておくよう指示をして

授業を終えた｡次の授業までの間､学生に ｢漢字を見ている?｣と時々声を
かけた｡

二回目の授業は第-回目の授業から2週間後に行った｡｢生活漢字2｣を使

いながら､｢生活漢字 1｣で注目した漢字が認識できるかを順番に確認した｡

認識の程度には個人差があったが､どの学生も積極的にクラスに参加してい

た｡ 応用編では､学生に漢字の意味を類推させて考えを言わせた｡ 思いもか

けないような類推をすることもあったが､類推自体を謎解きのような感覚で

楽しんでいるようだった｡最後に漢字の意味と単語の意味を説明した｡

4.アンケートの結果から

授業後､簡単なアンケー トを実施した｡ クラスは役に立ったかという問い

に対しては全員が ｢役に立った｣と答えている｡ また､2回目の授業までの

2週間の間どのくらい漢字のチェックをしたかという問いには全員が ｢とき

どきした｣と答えた｡さらに違った場所にある同じ漢字にも気づいたかとい

う問いにも全員が ｢はい｣と答えている｡

｢漢字で書かれている指示などに注目する必要に気がついた｣と積極的に

クラスを評価した学生がいた一方で､｢研修コースは忙しくて､今はとても漢

字にまで自分の注意を向けるひまはないが､時間ができたら-｣と余裕のな

さにふれた学生もいた｡

5.おわりに

筆者らが作成した教材の使用がきっかけとなり､身の回りの漢字に注目す

る習慣がつき､さらには表意文字としての漢字の認識がある程度できるよう

になった学生も少なくない｡アンケー トでは全員が ｢役に立った｣と答えた

がその理由は ｢意味を類推するス トラテジーが役に立った｣ というものから

｢いくつかの特定の漢字を知ったことが役に立った｣というものまで､さまざ

まであった｡｢漢字クラス｣と ｢日本語演習ⅠHが平行して行われることによ

り､学生は漢字へのアプローチの仕方は一つではないことを知り､自分の必

要度や学習方法の好みに応じて自分なりのやり方を身につけていくことがで
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きる｡現在は学生のニーズや注 目度 に留意 して教材 に改訂 を加えてお り､今

後 も改訂 を加えなが らよりよい教材 にしてい きたいと考 えている｡

今後の課題 として､学生たち一人一人に個人用漢字 リス トを作 らせたい と

考 えている｡ 学生 たち一人一人が普段 の生活で よく目にする看板や注意書 き

の漢字の中か ら自らの関心 に基づいて 自分で選択 し､一人一人違 う生活漢字

の リス トを作 ることがで きれば､ さらに漢字 に注 目し､類推の幅 を広げるこ

とができるのではないかと思 う｡

註

1)このクラスについては､奥村 (1999)に詳しい｡

2)たとえばマスデンら (1999)は ｢学習者の規実生活での漢字必要度に目を向け､

文脈の中で推測ス トラテジーを意識的に訓練する ドリルを織 り込んだ漢字教材｣

の開発を試み､学生に評価されている｡

3)｢日本語演習11｣は毎週 1回1コマのクラスである｡｢サバイバル日本語｣あるい

は ｢生活日本語｣と呼ばれている｡

4)『長崎の生活ガイド』と 『きょうから話そう-長崎の生活日本語- (試用版)』

については､永井智香子 (1999)｢『留学生のための長崎生活ガイド』 と付属会話
教材の作成｣『長崎大学留学生センター紀要』第7号pp.35-44に詳しい｡
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意味がわかりますか｡(GuessQuizI)

1.留学生用

2.非常金

3.男湯

4.女湯

5. 日本茶

6.学生食堂

7.禁酒

8.火山

9.和定食

10.非常用

ll.半時間
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